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常願寺川水系の水質は，硫酸イオン濃度，総アルカリ度，カルシウムイオン濃度が県内河
川の平均水質に比べて高い特長があり，これらの特長は，支流の湯川上流にある新湯，およ
び，称名川上流にある地獄谷から流入する酸性温泉の影響と常願寺川上流部，および，支流
の和田川流域に分布する石灰岩を含む飛‘騨片麻岩類の影響が大きいことが推定された。
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はじめに
標高3000メートル級の峰々が連なる立山連邦に源を
発する常願寺川は，源流部に広がる広大な集水域で集
めた降水を急流の流れで流下させ，過去には下流の地
域に様々な水害をもたらしてきた。しかし，一方で，
平野部に形成した扇状地地下に豊富な地下水を蓄えて
おり，その地下水は飲料水，工業用水，消雪など様々
な用途に利用されている。また，富山市の中央部はこ
の常願寺川扇状地上に位置しており，市内を網の目の
ように流れる農業用水路や市内中央部を貫流するいた
ち川，松川など様々な河川の水の源のほとんどが常願
寺川水系のものである。さらに，富山市の水道水の95
パーセントをまかなう流杉浄水場の源水も常願寺川水
系の水を利用している。このように常願寺川の水は富
山市とは切っても切りはなすことのできない貴重な財
産である。常願寺川水系の水質については，過去に高
倉･藤森（1978)，高倉（1989）の報告があるが，硫酸
イオン濃度，総アルカリ度，カルシウムイオン濃度が
県内の他の河川に比べて高い特長があり，これらの特
長を，支流の水質，流域の地質，温泉等との関連から
若干の検討を行う。
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常願寺川水系の河川・温泉
図lは常願寺川水系の概略図である。常願寺川は寺
地山を源流とする真川と立山カルデラを源流とする湯
川との合流点を起点として流下している。常願寺川に
合流する主要な支流として，浄土山・雄山を源流とし吾
立山町芦険寺千寿ケ原で合流する称名川，有峰地域を
源流とし，大山町和田地内で合流する和田川，さらに
大山町才覚寺地内で合流する小口川がある。山間部を
通過した常願寺川は大山町上滝を扇頂部とする扇状地
を通過し，日本海に注いでいる。5本の主要な支流は
それぞれ山岳部に広い集水域を持つため，常願寺川の
山岳部における集水面積は非常に広いが，扇頂部から
河口にかけての集水面積は狭い。
ところで，常願寺川の集水域にあたる立山連邦は地
殻の隆起によって形成されているが，弥陀ケ原の溶岩
台地の形成に見られる火山活動も過去に存在してお仇
その名残とも言える室堂の地獄谷，立山カルデラ内の
新湯，旧立山温泉など噴気・温泉活動は現在も活発で≦
常願寺川水系の水質に少なからず影響を与えている。
地獄谷から湧出する温泉は全般に強酸性で称名川に流
入している。一方，立山カルデラ内の新湯（爆裂火口
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図1常願寺川水系および電力送水路と調査地点
湖)はpH3程度の強酸性泉(赤羽,1993)，旧立山温泉
は弱アルカリ泉（朴木,1995）で，それぞれ湯川に流入
している。
常願寺川水系の電力送水路・農業用水路
常願寺川水系の水質を検討する上でもう一つ無視で
きないのが第二の河道とも言うべき電力送水路，及び、
農業用水路である。図1中の実線がその系統であるが、
真川においては支流の岩井谷合流点までの水と支流の
ズゴ谷の一部の水が有!'犀湖に引水されている。有峰湖
には，季節的に，神通川水系の金木戸川からも引水さ
れている。また，真川のスゴ谷合流点までの水と湯川
の水が千寿ケ原にある真川発電所に送水されている。
称名川においては称名滝下流で取水され，称名川第
二発'電所，称名川発電所を経由して真川発電所の放流
水と合流し，小見発電所に送水されている。小見発電
所の放流水は中地山発電所の放流水と合流し，松ノ木
発電所を経由して上滝発電所に送水されている。
和田川水系では，有11犀ダムの取水口が2系統あり，
左岸側から取水された水は有|峰第一発電所，有峰第二
発電所を経由して小口川にある小口川ダムに放流され
ている。一方，有峰ダム右岸側から取水された水は途
中で2系統に分けられ，一系統は和田川第一発電所，
亀谷発電所を経て中地山発電所に送水される。もう一
系統は和田川第二発電所，新中地山発電所に送水され
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小俣ダムに放流される。小口川では上流の祐延貯水池
から取水された水が小口川第三発電所，小口川第二発
電所，小口川第一発電所を経て小俣ダムに放流される雪
小口川ダムの水は有峰第三発電所を経由して小俣ダ
ムに放流される。さらに，小俣ダムから取水された水
は小俣ダム発電所，小俣発電所を経由して上滝発電所
の放流水と合流し，常願寺川第一発電所を経て大山町
上滝で常西合口用水に放流されている。
さて，常願寺川本川には上記の電力系統に取水され
なかった水が流下しているわけであるが，立山橋から
約4km上流にある農業用水取水ダムの横江堰堤でほと
んどの水が右岸側に取水され，分水施設で2流路に分
割される。そのうちの一流路は水道橋で常願寺川をま
たいで常西合口用水となり，もう一流路は右岸側の常
東合口用水となる。この二つの合口用水から多数の農
業用水路が分岐している。また，前述のように，電力
取水された水は最終的には常西合口用水に放流されて
いるが，この放流口の下流に，いたち川の取水口があ
り，さらに下流の流杉地内には富山市水道局の流杉上
水場の取水口がある。なお，流杉上水場付近で，常西
合口用水から常願寺川に一部の水が還流されている。
常願寺川水系の表層地質
常願寺川の支流である真川の源流部にあたる寺地山
付近やその下流には手取層群の砂岩・頁岩，および，
傑岩・砂岩と，船津花商岩類が分布している。また，
湯川が流下する立山カルデラ内は，岩屑堆積物に覆わ
れている。
真川と湯川の合流点から称名川が合流する千寿ケ原
までの区間の常願寺川流域には船津花闇岩類のほか，
飛‘騨片麻岩類の石灰質片麻岩，晶質石灰岩，黒雲母片
麻岩，角閃石片麻岩が広く分布している。また，常願
寺川右岸側の上部には立山火砕岩類の安山岩質溶岩お
よび凝灰角操岩からなる美女平がある。称名川は立山
火山岩類の安山岩質溶岩帯を流下しているが，源流域
の立山，浄土山，奥大日岳，大日岳は古期深成岩類の
石英閃緑岩～花樹閃緑岩からなる。さらに，和田川源
流部の有峰湖周辺には手取層群の砂岩・頁岩・傑岩と
船津花尚岩類が分布している。また，その下流部から
常願寺川合流点までの広い区間には常願寺川上流部か
ら続く，飛騨変成岩類が分布している。
小口川流域では，祐延貯水池周辺に手取層群の砂
岩・頁岩，喋岩が分布し，常願寺川合流点までの流域
には船津花商岩類が分布している（富山県1980,1989,
1990)｡常願寺川の水質に大きな影響を与える地質は常
願寺川起点付近から称名川合流点付近までの流域から
常願寺川水系の水質
和田川流域にかけて広がる石灰岩を含んだ飛騨変成岩
類である（図2）。
調査地点
試料水の採取は各支流が本川と合流する少し上流側
で行った｡Stlは称名滝で,採水は取水堰堤の上流で行
った。St2は大日平から称名滝付近の称名川に流下す
る小渓流である。St､3は藤橋付近の称名川である。St、
4は地鉄立山駅付近の常願寺川である。St､5は大山町和
田地内の和田川である。St､6は大山町才覚寺地内の小
口川で，北陸電力の水力発電所送水橋近くである。St、
7は常願寺川の横江堰堤で，堰堤上から採水した。農業
用水系では，St8が立山町西大森地内の常東合口用水，
St9が富山市流杉地内の常西合口用水である（図1）。
調査方法及び分析方法
採水現場では水温，電気電導度，pH，溶存酸素濃度
を測定し，ポリビンに試料水を採取して実験室で各成
分の分析を行った。
分析項目と分析方法は以下のとおりである。
水温：サーミスタ温度計(堀場ES-l4型）
電気電導度：電気電導度計(堀場ES-14型）
溶存酸素：溶存酸素計(YSI51B型）
pH：比色法
BOD：JISKlO2-1986に準拠，溶存酸素の測
定はウインクラーアジ化ナトリウム変
凡例 函穂高安山岩類及び谷ケ岳火山岩類
園翻立山雲ﾉ平及び焼岳火山噴出物唾有明花園岩奈川花閥岩
”奥飛騨火砕流堆植物 園笠ケ岳流紋岩･木崎流紋岩
圃囲上宝火砕流堆稲物睡到手取層群喫岩砂岩
蕊八尾層･喋岩砂岩 歴ヨ手取層群珪長岩岩床
匪ヨ八尾層安山岩溶岩火砕流 ⅡⅢⅡ船津花閏岩類
■■岩稲層＝弓飛騨変成岩類
図2常願寺川水系の地質の概略
表1常願寺川水系の水質分析結果
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法（JISKlO2）
CODMp：100℃におけるKMnO4消費量（JIS
KlO2-1986）
無機態窒素：アンモニア態窒素，亜硝酸態窒素，硝
酸態窒素の合計
全窒素：過硫酸カリウムによる熱分解後，紫外
吸収法(JISKlO2-l986）
リン酸態リン：モリブデン青法（上水試験方法）
全リン：過硫酸カリウムによる熱分解後，モリ
ブデン青法(上水試験方法）
溶性ケイ酸：モリブデン黄法（JISKlO2-1986）
総アルカリ度:0.01N塩酸による中和滴定法(MR混
合指示薬使用）
陽イオン成分：イオンクロマトグラフ（除去カラム
無し）
陰イオン成分：イオンクロマトグラフ（同上）
ただし
陽イオン成分：ナトリウムイオン,カリウムイ
オン,カルシウムイオン,マグネシウ
ムイオン,アンモニア態窒素
陰イオン成分：塩化物イオン,硫酸イオン,硝酸
態窒素,亜硝酸態窒素
結果及び考察
調査結果を表1に示す。常願寺川水系の主要な支流
の水質はそれぞれ特長があり，千寿ケ原付近の常願寺
川の水質は硫酸イオン濃度が30ing/lと高く，カルシウ
ムイオン濃度も17mg/l程度と比較的高かった。これに
対して塩化物イオン濃度はL2mg/lと低かった｡支流の
真川の折立付近の水質は各イオン成分濃度が比較的低
く（朴木1996)，立山カルデラ内の新湯から硫酸イオン
濃度が非常に高い温泉水が湧出しているため（赤羽，
1993)，この区間の硫酸イオン濃度が非常に高い原因は
新湯からの供給によるものと考えられる。一方カルシ
ウムイオン濃度が高い原因として，真川・湯川合流点
付近から千寿ケ原，大山町の和田川流域にかけて石灰
岩を含む飛騨変成岩類が分布しており，これの影響と
考えられるが，これらに関しては合流点付近の湯川，
真川それぞれの水質の確認が必要である。
称名滝直下の称名川は調査した支流の中で硫酸イオ
ン濃度が最も高く，37mg/l程度も検出された。また，塩
化物イオン濃度は111,9/I程度もあり，逆にカルシウム
イオン濃度は7.5mg/lしかなかった。この水質はやはり
上流の地獄谷に湧出する温泉の影響を受けたものであ
る。また，称名滝での水のpHは40の弱酸性であり、
地獄谷の温泉水がまだ十分に中和されていない状態と
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考えられる。一方，大日平直下水は，称名滝右岸側の
大日平から落下・流下している小渓流で，地図上で調
べた集水域は大日平一帯である。この水の溶存成分濃
度は称名滝の水に比べると非常に低く，硫酸イオン濃
度はl/18,塩化物イオン濃度は,/10であった。称名川
に温泉水が流入しない場合の水質はこの程度と想像さ
れるので，称名川に対する地獄谷の温泉水の影響の大
きさがうかがえる。藤橋付近の称名川の水質は称名滝
と全く異なるが，通常時には，称名滝の水が電力送水
路に取水されており，藤橋付近では雑穀谷など別の支
流から流入する水が流下している。しかし，硫酸イオ
ン濃度がやや高く，称名滝から河床地下に浸透した水
の影響が考えられる。
和田川の水質の特長はカルシウムイオン濃度が28
mg/'あり，総アルカリ度も，､7meq/,と高く，マグネシ
ウムイオン濃度も4.1mg/lと高い点である。これらの成
分濃度は他の支流と比較して最も高いが，他の溶存成
分濃度は比較的低かった。和田川の流域にも石灰岩を
含む飛,騨変成岩類が分布しているため，この石灰岩の
影響が水質に大きく現れているものと考えられる。和
田川の硫酸イオン濃度は，上流の有峰湖の水に比べる
と高いが（朴木1996)，常願寺川，称名川に比べて低
かった。
小口川の水は上記支流と比較して，各イオン成分と
も濃度は低い｡小口川での採水地点は小俣ダムの6..m
程度下流の位置で，小俣ダムの放流水の可能性がある。
横江堰堤では，上記で調査した，常願寺川，称名川．
和田川，小口川の水が混合されている。採水は，取水
口ではなく放水ゲート付近で行ったが，水質は，千寿
ケ原の常願寺川，称名川，和田川の水質の中間的な組
成であった。
一方横江堰堤から取水されている常東合口用水の水
は，横江堰堤の水と比較して溶存成分濃度は,/2程度し
かなく，未調査の流入水があるものと思われる。また，
常西合口用水は常東合口用水と同程度の水質であった。
横江堰堤と，常東．常西合口用水の水質の関係につい
てはさらに調査が必要である。
図3は調査した水のトリリニアダイアグラムである。
ほとんどはアルカリ土類炭酸水素塩型の水質であるが，
小口川，和田川を除いて温泉水の影響が見られる。図
4はヘキサダイアグラムである。水系毎に温泉．地質
の影響度の大きさが異なる様子が見られる。
まとめ
常願寺川水系の主要な支流，本流について水質を調
査し，周辺地質，温泉との関係を検討した。その結果，
常願寺川水系の水質
地質調査所,1:200,0()0地質図「高山」
富山県,1980．土地分類基本調査五百石
富山県,1989．土地分類基本調査有峰湖
冨山県,1990．土地分類基本調査立山・大町
朴木英治,1995.タテヤママリモ生育環境水の水質,タ
テヤママリモ生育調査報告書,立山町
朴木英治,1996.有|峰湖流入河川の水質,常願寺川(有峰
地域）調査報告書:印刷中
称名川合流点からやや上流の常願寺川では硫酸イオン
濃度と，カルシウムイオン濃度が高い水質で，硫酸イ
オンは立山カルデラ内の温泉から主に供給されるもの
と考えられ，カルシウムイオンは流域の石灰岩を含む
飛騨変成岩類から供給されるものと考えられる。称名
滝直下の称名川の水はpHが低く，硫酸イオン濃度が
高かった。これは上流の地獄谷の影響が大きく現れて
いる結果である。さらに，和田川では，総アルカリ度
カルシウムイオン，マグネシウムイオン濃
度が高く，流域の石灰岩を含む飛騨変成岩
類からの供給が大きいものと考えられる。
常願寺川の水質は新湯，地獄谷に湧出す
る温泉によって供給される硫酸イオンと流
域に分布する石灰岩を含む飛騨変成岩類か
ら供給される総アルカリ度，カルシウムイ
オンによって特長づけられているものと考
えられる。
今後は物質循環の観点から，降下物，温
泉水，地質が常願寺川の水質形成にどのよ
うにかかわっているかを検討したい。
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図3常願寺川水系のトリリニアダイアグラム
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